
テレビ塔をブルーにライトアップ

星屋太一

より多く
の人に自閉症の理解を広げるために

テレビ塔がブルーにライトアップ！

もちのき広場にて
あなたのスマホで
お楽しめます！

ライブ！
自閉症の女性MAYUMIさん作曲の
楽曲ほかの合唱にご参加ください。
（歌詞は裏面に掲載）

１８：15

１８：３０

愛知県知事・名古屋副市長あいさつ

カウントダウンセレモニー

名古屋のご当地ヒーロー
黄金鯱伝説グランスピアーが

会場にやってくる！

主催：LIUB名古屋実行委員会　協力：名古屋テレビ塔株式会社　グランスピアー事務局

4月2日は国連が定めた「世界自閉症啓発デー」

4月2日「世界自閉症啓発デー」、自閉症の理解を広げるため
世界中のランドマークがブルーにライトアップされます。
ここ名古屋でもテレビ塔をLight It Up Blue。
同日同時刻に岐阜県JR岐阜駅前<信長ゆめ広場>と
三重県津市<津城>もブルーにライトアップ！

もちのき広場 ………………………………………………

19:00 終了………………………………………………………………………………

会場にパネルがあります。
QRコードを読み込んで
アプリを手に入れてください。

制限時間内に
たくさんの青い鳥を
つかまえてください。

Let’s Play!

My
スマホ振ってライトアップ！スマホで不思議体験！

青い鳥AR
テレビ塔に向かってあなたもライトアップ！

10:00～18:00（最終日17:00）

Get in touch！ 名古屋
自閉症啓発イベントのお知らせ

可能性と多様性
いろいろあってそれでいい

オーティズムアート展
入場無料

新栄 東桜会館
自閉症の啓発セミナー

世界自閉症啓発デー作品展・

講師を招いて毎日開催・・・・・

ほかにも・・・

などなど催しいっぱい！ ご来場お待ちしています！
体験型ゲーム・ライブ・ふれあい囲碁・写真ワークショップ

※Androidのみ

Let's Sing



Reaching Home
聞き慣れた　一言が　ふいに　恋しくなるとき
懐かしい姿を思う
張りつめた　日々の中　心が　疲れた時には
あの人の待つ遠い国の　あの懐かしい家へ帰ろう
 
叱られて　飛び出して　辛い　気持ちの中でも
いつも　迎えてくれた場所
耳にする　言葉いつも　正しいと　分かっていても
聞けない僕を抱えてくれた　あの人の所へ帰ろう
 
遠い街で　見るものは　何もかも全ては　
新しいもの　素晴らしいもの
だけど
 
帰りたい　帰りたい　遠いあの山を越えていつか
きっと戻る場所ReachingHome
出来るなら　今すぐに　空間も時代もこえて
あの人の待つ遠い国の　あの懐かしい家へ帰ろう

作曲：MAYUMI　作詞：Unit AS☆P(MT)

手をつなごう
Lala～
手をつなごう　花を咲かせよう　
声を紡ごう　歌を届けよう
感じるよ　君のチカラ
今を　明日を　叶えよう
そうだ　出会えたんだ　
めぐる時の中で　こんな勇気を
ありがとう「ありがと～！」
手をつなごう　花を咲かせよう
声を紡ごう　歌をうたおう
信じよう　僕らのチカラ　
今が　明日が　輝くから
 
手をつなごう　花を咲かせよう
声を紡ごう　歌をうたおう
信じよう　僕らのチカラ　
今が　明日が　輝くから
Lala～

作詞・作曲：百本マイ

Blue Bird
僕らがここで　ささやいた言葉が
水面に揺れて　そっと　溶けて行く
たくさんの夢の粒が　この街を照らして行く　
さようなら　ありがとうを　繰り返し彷徨う
 

＊あの日の声が　なつかしくなる　
昨日から明日へ　鳥たちは　羽ばたいて
ふと見上げれば　赤く染まった　
帰り道　つなぐ手が　温もりを伝えている ＊
 
急ぐ季節が　時を進めて行く
見忘れてきた　夢が積もって行く
間違いなく僕たちは　この道を歩んできた　
未完成な　街の色を　幾つもに重ねながら
 
駆け抜けてBlue Bird　自由な空へ
何もない　ここから　まだ見ぬ地平へ
足りない地図の　かけらを集め
あたたかい　帰る場所　やっと　見つけた
＊リフレイン
作曲：MAYUMI　作詞：Unit AS☆P(TT)

うち

うち

自閉症の理解を深めるため、お読みいただけますか。
自閉症は、脳機能の発達の仕方が少しだけ異なることから
生じる発達障害の１つです。胎児期には始まるもので、育て
方で生じることはありません。
①視線を合わせること、他者がどう感じるのか読んだり、
空気を読むこと等が苦手といった社会性の難しさ
②特定の興味や特定のやり方にこだわって、切り替えが難しい
あるいは感覚が過敏であるといったイマジネーションの難しさ
の2つから診断されます
100人に1～2人という高い発現率で、状態像は重度なもの

から個性と呼んだ方がよい程度のものまで幅広く、知的障害
を伴う人もいます。過敏性や養育する人の気持ちを読みにく
いために、育てにくさがあり、虐待につながりやすい特性があ
ります。見た目ではわからないために、「わがまま」等と誤解

されてしまう傾向があります。しかし、幼少期からの、丁寧な
子育てや保育、教育の中で、具体的にすべきことを教えて積
み重ねで、日常生活をうまく送っていくような適応的な行動を
することができるようになっていくことがわかっています。
日常生活でのうまくいくコツを覚えていくことで成長していく
人だと理解することが大切です。近年そのために、ペアレント・
プログラムという、支援のスタートのプログラムの効果が提唱
されています。診断を受けずに、必要な支援を受けられない
ままに、失敗を重ね、うつや不安障害などの精神疾患を合併
するようになる自閉症の成人も少なくなく、社会全体の理解
が必要となっています。わが国においては、2015年4月より
発達障害者支援法が施行して以降、支援体制整備が行われ
ていますが、いまだに課題が多いのも実際です。

LIUB名古屋実行委員会の紹介
2007年の国連総会（H19.12.18開催）において、カタール王
国王妃の提案により、毎年４月２日を「世界自閉症啓発デー」
（World Autism Awareness Day）とすることが決議され、
全世界の人々に自閉症を理解してもらう取り組みが行われて
います。わが国でも、政府や日本発達障害ネットワーク
（JDDNET）等の当事者団体によって、世界自閉症啓発
デー・日本実行委員会が組織され、世界自閉症啓発デーの
４月２日～８日を発達障害啓発週間として、シンポジウムの
開催やランドマークのブルーライトアップ等の活動を行ってい

ます。名古屋においては、LIUB名古屋実行委員会として、
東海地区で活動する当事者団体である特定非営利活動法人
アスペ・エルデの会を核に大学生が中心的に準備を行い、
名古屋テレビ塔のライトアップイベントを行います。
アスペ・エルデの会では「Get in touch Nagoya!」と
いう発達障害の啓発イベントを新栄の東桜会館にて3月31日
～4月5日まで行っております。多くの皆様にお出でいただける
ことを願っております。皆さまのご理解とご支援をお願いいた
します。

（ LIUB＝Light It Up Blue )

星屋太一

みなさまも合唱にご参加ください。Let's Sing


